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共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

　

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（
E
S
D
：E

d
u

c
a

tio
n

 fo
r 

Sustainable D
evelopm

ent

）
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代

か
ら
世
界
全
体
で
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、

二
〇
一
三
年
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
け
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル･

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
（
G
A
P
）」

採

択

以

降
、

二
〇
一
五
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G

S
：

Sustainable D
evelopm

ent 
G

oals

）
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
と
も
相

ま
っ
て
、
積
極
的
に
E
S
D
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
世
界
各
国
で
共
有
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
S
D
G

S

実
現
に
向
け
、
S
D
を
E
S
D
と
し

て
展
開
す
る 

視
点
と
手
法
の
開
発･

普
及
が
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
を
地
域
の

大
学
で
あ
る
名
市
大
が
如
何
に
担
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
提
示
す
る
こ
と
が
、

地
域
と
共
に
発
展
し
、
愛
さ
れ
る
大
学

を
め
ざ
す
本
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
E
S
D
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

視
点
は
、事
象
を
ワ
ガ
コ
ト
と
捉
え（
問

題
の
当
事
者
性
）、
自
ら
体
験
・
実
践

し
（
参
加
型
の
実
践
学
習
）、
多
様
な

背
景
や
意
見
を
持
つ
人
々
と
協
働
し
な

が
ら
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
問

題
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
E
S
D
を
推
進
す
る
際

の
課
題
と
し
て
は
以
下
が
あ
ろ
う
。
第

一
に
、
E
S
D
は
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ

ル
か
ら
個
人
の
問
題
ま
で
視
点
が
幅
広

く
、
か
つ
E
S
D
の
対
象
も
社
会
教

育
や
企
業
の
人
材
育
成
な
ど
、
持
続
可

能
な
社
会
を
担
う
す
べ
て
の
活
動
を
含

み
、
さ
ら
に
活
動
分
野
も
環
境
問
題
を

は
じ
め
、
人
権
、
福
祉
、
男
女
共
同
参

画
、
多
文
化
共
生
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
こ
の
よ
う
な
広
範
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
・
活
動
分
野
群
に
対
す
る
理
解

お
よ
び
そ
れ
ら
へ
の
包
括
的
か
つ
効
果

的
な
実
践
を
社
会
の
中
で
喚
起
し
、
ま

た
定
着
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
第
二
に
、
異
な
る
開
発
観
・
地
域

づ
く
り
観
を
有
す
る
世
代
間
の
交
流
促

進
と
相
互
の
学
び
の
機
会
を
ど
の
よ
う

に
設
け
る
べ
き
か
。
第
三
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
発
想
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
視

点
で
S
D
を
実
践
す
る
主
体
を
ど
の

よ
う
に
育
成
で
き
る
か
。
第
四
に
、
こ

う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
上
で
、
大
学

と
い
う
存
在
の
社
会
的
価
値
や
可
能
性

を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
国
境

を
越
え
る
問
題
群
へ
の
個
人
の
取
り
組

み
を
深
化
し
て
考
察
し
、
市
民
活
動
を

通
し
た
実
践
に
即
し
た
教
育
方
法
の
さ

ら
な
る
工
夫
と
、
個
人
の
気
づ
き
を
基

盤
と
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
地
域

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
二
点
に

留
意
し
た
活
動
を
行
う
た
め
、
本
年
度
、

私
た
ち
は
人
間
文
化
研
究
所
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
E
S
D
と
国
際
協

力
」
を
実
施
し
た
。
研
究
代
表
者
は
榎

木
美
樹
、
共
同
研
究
者
は
市
川
哲
准
教

授
、
佐
野
直
子
准
教
授
、
浜
本
篤
史
准

教
授
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
は
、
E
S
D
科
目
「
共
生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
連
動
さ
せ
て
進
め
、

市
民
と
大
学
の
相
互
交
流
に
基
づ
く
市

民
教
育
活
動
促
進
の
た
め
、
一
二
月
に

マ
ン
デ
ー
・
サ
ロ
ン
の
形
式
で
セ
ミ

ナ
ー
兼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

一
．
前
期
E
S
D
科
目
「
共
生
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
け

る
試
み

　

本
科
目
は
E
S
D
科
目
で
、
多
種

多
様
な
人
々
が
共
存
す
る
方
途
に
つ
い

て
考
え
る
授
業
で
あ
る
。
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
の
構
成
概
念
の
う
ち
、
特

に
「
多
様
性
」
と
「
非
排
除
性
」
に
注

目
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国
際
協

力
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
政
府
間
、

他
国
間
、
あ
る
い
は
民
間
で
行
わ
れ
る
、

国
境
を
越
え
た
援
助
・
協
力
活
動
（
国

際
協
力
）
に
つ
い
て
、「
人
づ
く
り
」

と
「
関
係
性
」
を
中
心
に
す
え
た
共
生

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
の
あ

り
方
を
考
察
す
る
。
こ
う
し
た
知
的
作

業
を
通
し
、
将
来
、
地
球
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
国
際
協
力
や
地
域
創

生
と
い
っ
た
現
場
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
国
際
協
力
の
中
で
は
、
東
海
圏
在
住

の
ア
フ
リ
カ
専
門
家
で
あ
る
、
①
武
藤

一
郎
氏
（
一
般
社
団
法
人
「
ア
フ
リ
カ

協
会
」
の
特
別
研
究
員
で
元
外
務
省
勤

務
ア
フ
リ
カ
担
当
：「
官
」
代
表
）、
②

浅
野
晴
美
氏
（
A
M
A 

A
F
R
I
C
A

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
E
S
D
と
国
際
協
力
」
報
告

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
榎
木
　
美
樹
・
市
川
　
　
哲

佐
野
　
直
子
・
浜
本
　
篤
史
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代
表
：「
民
」
代
表
）
を
選
定
し
た
。

国
際
援
助
競
争
が
激
化
し
、
中
国
が
、

西
欧
社
会
か
ら
「
ネ
オ
・
コ
ロ
ニ
ア
リ

ズ
ム
（
新
植
民
地
主
義
）」
と
の
批
判

を
受
け
な
が
ら
も
国
際
社
会
へ
の
影
響

力
を
強
め
る
今
日
、
日
本
の
強
み
を
活

か
し
た
ア
フ
リ
カ
へ
の
協
力
・
援
助
を

官
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
実
践
す
る

こ
の
二
名
の
人
選
と
し
、
経
済
的
・
社

会
的
格
差
に
起
因
す
る
新
た
な
課
題
へ

の

対

応
（
S
D
G

S
目
標
一
、二
、

一
〇
、一
一
、一
七
）
を
中
心
と
す
る
取

り
組
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
講
義
を
実

施
し
、
学
生
と
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
E
S
D
が
掲
げ
る
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
の
構
成
概
念
の
う

ち
、特
に
「
多
様
性
」
と
「
非
排
除
性
」

に
注
目
し
て
、
多
種
多
様
な
人
々
が
共

存
す
る
方
途
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

L
G
B
T
（
各
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
頭
文
字
：Lesbian

女
性
同

性
愛
者
、G

ay

男
性
同
性
愛
者
、

B
ise

x
u

a
l

両

性

愛

者
、

Transgender

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）
を
事
例
に
取
り
上
げ
た
。

S
D
G

S
目
標
五
、一
一
、一
六
、一
七
を

中
心
に
課
題
設
定
し
た
。
講
師
と
し
て

は
久
保
勝
氏
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
支
援
の
N
P
O
法
人

A
S
T
A
代
表
）
お
よ
び
L
G
B
T

当
事
者
を
招
き
、
当
事
者
お
よ
び
サ

ポ
ー
タ
ー
の
視
点
か
ら
の
実
践
的
試
み

を
学
習
し
た
。

二
〇
一
七
年
六
月
二
一
日
（
講
義
と
し

て
は
第
一
〇
回
）：
日
本
の
国
際
協
力
：

武
藤
一
郎
（
一
般
社
団
法
人
「
ア
フ
リ

カ
協
会
」
特
別
研
究
員
）。

　

ア
フ
リ
カ
の
開
発
に
つ
い
て
、
エ

リ
ー
ト
の
捉
え
方
、
農
業
に
立
脚
し
た

持
続
可
能
な
発
展
性
、
中
部
地
域
に
お

け
る
E
S
D
活
動
や
サ
ス
テ
ナ
政
策

塾
の
取
り
組
み
を
中
心
に
講
義
い
た
だ

い
た
。
学
生
か
ら
は
活
発
に
質
問
が
出

た
が
、
特
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現

代
社
会
に
適
応
し
得
る
人
材
」
と
い
う

部
分
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

二
〇
一
七
年
七
月
五
日
（
第
一
二
回
）： 

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
：
芸
術
を

通
じ
た
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

<

ア
フ
リ
カ
編>

：
浅
野
晴
美（
A
M
A
 

A
F
R
I
C
A
代
表
）。

　
ア
フ
リ
カ
の
現
実
や
課
題
を
概
観
し

た
後
、「
私
で
も
で
き
る
こ
と
」
を
基

本
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
交
流
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
レ
ベ
ル
で

ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と

な
っ
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
二
週
間

前
の
武
藤
氏
（
外
交
関
係
に
携
わ
っ
て

き
た
）
の
見
た
・
感
じ
た
ア
フ
リ
カ

と
、
今
回
の
浅
野
氏
（
民
間
交
流
を
軸

に
据
え
て
き
た
）
の
捉
え
た
ア
フ
リ
カ

が
、
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
り
違
う
と
こ
ろ

も
あ
り
で
、
非
常
に
よ
い
思
索
と
内
省

の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
が
学
生
の
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
現
れ
て
い
た
。

二
〇
一
七
年
七
月
一
九
日
（
第
一
四

回
）：
多
様
性
の
尊
重
と
排
除
：
セ
ク

シ
ュ
ア
ル･

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
共

生
：
久
保
勝
（
B
A
L
L
o
o
n
代

表/

A
S
T
A
代
表
理
事
）

　
講
義
を
受
け
た
学
生
は
、「
L
G
B
T

の
存
在
は
人
口
比
で
一
三
人
に
一
人
」

「
い
な
い
の
で
は
な
く
、
見
え
て
い
な

い
だ
け
」「
性
別
は
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
。
自
分
も
分
類
さ
れ
る
」
と
い
う
部

分
に
大
き
な
驚
き
、
実
感
、
不
安
な
ど

を
感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
と

年
齢
の
近
い
講
師
二
名
が
、
目
覚
め
た

り
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

（
ス
ト
ー
リ
ー
）
を
直
接
聞
け
た
こ
と

が
、
学
生
た
ち
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
過

去
の
行
動
や
思
い
を
振
り
返
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
無
意
識

に
で
も
、
だ
れ
か
を
傷
つ
け
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
記
憶
を
た
ど
る
者

も
い
た
。
一
人
ひ
と
り
の
物
語
を
知
る

こ
と
は
、
差
別
や
偏
見
の
打
破
に
非
常

に
有
効
で
あ
り
、
E
S
D
の
第
一
歩

と
言
え
る
。

二
．
学
生
お
よ
び
市
民
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
兼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日

本
人
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
開
催

　

二
〇
一
七
年
一
二
月
二
一
日
、

「
E
S
D
と
国
際
協
力
」
に
関
す
る
学

生
お
よ
び
市
民
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
兼

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
人
の
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
マ
ン

デ
ー
・
サ
ロ
ン
の
形
式
で
企
画
・
運
営

し
た
。
名
古
屋
市
立
大
学
・
愛
知
県
立

大
学
連
携
事
業
と
し
て
も
位
置
づ
け
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
は
、
特
定
の
国
ま

た
は
国
際
協
力
の
現
場
で
生
じ
て
い
る

事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
発
展
・
開
発
の
あ
り
方
と
自
ら
が
そ

こ
に
如
何
に
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う

当
事
者
性
の
観
点
を
考
察
す
る
も
の
で
、

セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
学
生
指
導
歴
一
三

年
以
上
の
経
歴
を
持
ち
、
J
I
C
A

研
修
員
へ
の
講
義
経
験
も
豊
富
な
、
秋

田
貴
美
子
准
教
授
（
愛
知
県
立
大
学
外

国
語
学
部
国
際
関
係
学
科
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
が
専
門
）
を
選
定
し

た
。
秋
田
氏
は
、
学
生
時
代
か
ら
渡

米
し
、
米
国
在
住
経
験
二
〇
年
に
及
び
、

長
年
日
本
と
米
国
の
大
学
で
教
鞭
を
執

り
、
日
本
人
の
人
間
関
係
、
日
本
文
化
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
研
究
の
実
績
が
あ
る
。

今
回
は
、
日
本
人
が
異
文
化
（
知
ら
な

い
人
、
知
ら
な
い
文
化
）
に
接
す
る
時
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の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
、
そ
の
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
体
験
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
企
画
し

た
。
外
国
人
と
接
す
る
場
合
だ
け
で
な

く
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
誘
い
を

受
け
た
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
文

化
と
の
接
触
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
と

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
式
次
第
は
、

講
師
紹
介
・
挨
拶
（
一
〇
分
）、
講
師

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
三
〇

分
）、
質
疑
応
答
（
三
〇
分
）、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
三
〇
分
）、ま
と
め
（
一
〇

分
）
の
合
計
一
一
〇
分
で
、
冒
頭
と
最

後
の
挨
拶
お
よ
び
締
め
の
部
分
を
除
く

三
部
構
成
と
し
た
。
参
加
者
は
、
二
七

名
（
内
訳
：
教
員
七
、
院
生
二
、
学
部

生
一
四
、
市
民
四
）
で
あ
っ
た
。

　
い
つ
も
と
違
う
展
開
に
な
っ
た
も
の

の
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

神
髄
を
み
る
よ
う
な
大
変
興
味
深
い
セ

ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。「
日
本
人
の
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
す
る

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
文
字
通
り
、
文
化

の
意
味
合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
作
法
に
関
し
て
日
本
人
同
士
で
あ
っ

て
も
容
易
で
な
い
こ
と
を
学
ぶ
良
い
機

会
に
な
っ
た
。
こ
と
ば
と
し
て
発
せ
ら

れ
る
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

部
分
以
外
に
、
ジ
ェ
ス
タ
ー
や
雰
囲
気

な
ど
非
言
語
的
要
素
、
ひ
い
て
は
、
言

外
の
意
味
で
あ
る
と
こ
ろ
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
ロ
ー
チ
（
つ
ま
り
「
高
コ
ン
テ

ク
ス
ト

1
」）
に
よ
り
、
場
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
市
民
を
含
め
多
く
の

質
問
の
手
が
挙
が
り
、
講
師
が
回
答
す

る
ご
と
に
さ
ら
に
次
の
質
問
へ
移
る
熱

気
あ
る
連
鎖
が
み
ら
れ
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
海
外
生
活
が
長
い
、
見
知

ら
ぬ
日
本
人
が
、
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
話
し
た
た
め
、
聞
く
側
は
幾
分
防
衛

姿
勢
を
と
っ
て
し
ま
い
、
建
設
的
な
質

問
を
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
白
熱
し
た
セ
ミ
ナ
ー
は

そ
う
そ
う
参
加
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

人
生
に
数
度
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
思
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
仕
組
ん
で

こ
う
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
無
言
の
、

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
流
れ
に
よ
っ

て
こ
う
な
っ
た
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
、
言

語
化
で
き
な
い
、
日
本
的
、
高
コ
ン
テ

ク
ス
ト
な
状
況
が
、「
真
綿
の
よ
う
に

柔
ら
か
な
、
し
か
も
非
常
に
強
靭
な
期

待
2

」
に
基
づ
い
た
「
非
権
力
主
義
的

な
圧
力

3
」
と
な
っ
て
発
現
し
た
の
だ
。

1
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
、
E
・
ホ
ー

ル
に
よ
る
「
高
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」「
低
コ

ン
テ
ク
ス
ト
」
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

「
高
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
は
、
実
際
に
こ

と
ば
と
し
て
表
現
さ
れ
た
内
容
よ
り
も
、

非
言
語
的
に
相
手
に
理
解
さ
れ
る
内
容
の

方
が
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
日
本
語
は
そ
の
最
極
端
な
例

と
さ
れ
て
い
る
。
非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

頼
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
高
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
文
化
は
「
察

し
の
文
化
」
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
る
。

２
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者

ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
日
本
の

も
っ
と
も
特
徴
の
あ
る
態
度
を
導
く
も

の
が
「
真
綿
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
、
し
か

も
非
常
に
強
靭
な
期
待
」
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
［
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
九
九
八
：

三
二
六
］。

3
上
述
し
た
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、

例
と
し
て
、
日
本
の
親
が
子
に
体
罰
を
科

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
立
派
に

命
ぜ
ら
れ
た
と
お
り
の
こ
と
を
す
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
平
静
な
ゆ
る
ぎ
な
い
期
待

か
け
る
こ
と
で
親
権
を
行
使
す
る
状
況
を

「
非
権
力
主
義
的
な
圧
力
」
と
い
う
表
現
で

説
明
し
た
［
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
九
九
八
：

三
二
四
］。

三
．
ま
と
め

　

本
報
告
の
冒
頭
に
、
E
S
D
を
推

進
す
る
上
で
重
要
な
視
点
は
、
事
象
を

ワ
ガ
コ
ト
と
捉
え
（
問
題
の
当
事
者

性
）、
自
ら
体
験
・
実
践
し
（
参
加
型

の
実
践
学
習
）、
多
様
な
背
景
や
意
見

を
持
つ
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、
問
題
解
決
に

取
り
組
む
姿
勢
で
あ
る
と
記
載
し
た
。

前
半
部
分
で
講
師
を
招
聘
し
、
話
を
聞

い
て
意
見
交
換
す
る
分
に
は
、
一
般
事

項
と
し
て
了
解
さ
れ
差
し
迫
っ
た
問
題

と
し
て
表
面
化
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
後
半
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ワ
ガ

コ
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
事
態

に
直
面
し
た
際
、
人
は
保
守
的
な
態
度

を
強
化
し
防
御
体
勢
を
と
る
傾
向
が
あ

り
、
ま
さ
に
多
様
な
背
景
や
意
見
を
持

つ
人
と
協
働
す
る
こ
と
が
い
か
に
実
存

レ
ベ
ル
で
難
し
い
か
を
具
体
的
に
学
ぶ

機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

セ
ミ
ナ
ー
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。

　

冒
頭
に
四
つ
掲
げ
た
E
S
D
推
進

の
課
題
に
つ
い
て
、
本
件
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
機
会
を
活
用
し
、
授
業
と

い
う
次
世
代
育
成
の
場
を
通
し
て
効
果

的
な
情
報
伝
達
と
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
を
試
み
（
課
題
一
、二
、三
）、
市
民

を
含
む
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
大
学
と
い

う
場
を
活
用
し
た
社
会
的
価
値
や
可
能

性
に
つ
い
て
模
索
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
課
題
一
〜
四
）。
今
回
得
ら
れ
た
成
果

を
今
後
に
活
か
す
た
め
に
も
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
発
想
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
視

点
で
S
D
を
実
践
す
る
主
体
を
ど
の

よ
う
に
育
成
で
き
る
か
と
い
う
視
点
で

大
学
の
社
会
的
価
値
や
可
能
性
を
継
続

し
て
追
求
し
て
い
き
た
い
。

（
文
責
：
榎
木
美
樹
）
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